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書

評

宮
崎
市
定
著

東
洋
　
的
近
　
懸

　
束
洋
史
に
於
け
る
時
代
区
分
の
問
題
、
と
く
に
近

世
を
い
つ
れ
の
時
代
よ
り
始
め
る
か
に
つ
い
て
、
種

々
議
論
が
盛
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
宋
、
十
慌
紀
以
後

を
近
轍
と
す
る
内
藤
湖
南
博
ま
の
説
を
継
承
す
る
宮

庸
愚
＋
が
、
広
い
観
野
と
深
い
学
識
と
、
着
実
な
る

論
理
と
を
以
て
、
澱
界
史
的
立
場
よ
b
東
洋
近
世
史

の
塞
質
と
懸
鷺
と
を
、
博
ま
独
特
の
軽
快
な
筆
敷
で

明
ら
か
に
し
つ
～
、
一
面
に
お
い
て
《
宋
近
激
説
の

藻
対
論
に
一
矢
を
報
い
、
他
心
、
世
界
史
の
体
系
に

つ
き
聴
無
碍
偏
重
の
諜
を
櫓
晒
し
、
公
式
諭
的
歴
丈

禁
を
批
判
し
て
歴
鵬
翼
の
任
務
に
嘗
及
す
る
な
ど
、

催
々
二
胃
頁
の
小
班
子
な
が
ら
、
内
容
的
に
は
頗
る

巾
が
広
く
、
奥
行
き
の
深
い
干
物
で
あ
っ
て
、
単
な

る
概
説
酌
東
洋
近
世
史
で
は
な
く
、
燈
界
史
観
的
東

洋
近
代
史
論
で
あ
る
。
「
正
史
」
と
い
わ
ん
よ
り
、

　
「
典
通
」
で
あ
り
「
宋
諭
」
で
あ
b
、
　
一
つ
の
史
観

を
も
つ
て
貫
い
て
い
る
点
に
お
い
て
「
愚
讐
抄
」
で

も
あ
る
。
檸
士
の
史
観
一
歴
史
溌
展
に
お
け
る
交
通

の
力
を
重
観
ず
る
立
場
一
を
前
静
ア
ジ
ア
史
概
説
の

申
に
窺
い
轡
た
署
々
は
、
今
や
本
終
を
繕
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
一
瓢
明
確
な
形
に
於
い
て
、
そ
の
整

然
た
る
諭
埋
的
展
騨
を
冒
賭
す
る
こ
と
が
樹
来
る
。

世
界
史
的
葱
図
を
以
て
描
き
嬢
さ
れ
た
ア
ジ
ア
史
概

説
の
輪
酬
㎞
日
卜
…
の
穣
｛
爵
｛
を
騨
．
ら
シ
ナ
、
池
轍
に
．
移
動
集
論

せ
し
め
つ
㌧
、
家
島
近
心
の
す
が
た
を
、
大
き
な
世

界
の
、
な
が
き
、
ひ
ろ
き
歴
史
の
全
颪
に
、
大
き
く

浮
び
上
が
ら
．
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
洋
の
磁
化

の
、
政
治
の
、
社
会
の
何
た
る
か
を
、
よ
り
深
く
、

よ
り
強
く
、
瑚
解
納
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
霞
士
の
大

き
な
睡
び
で
も
あ
る
Q
　
「
菩
薩
蛮
記
」
以
来
、
歩
舶

歩
、
二
士
の
、
ゆ
る
ぎ
な
き
、
強
き
足
跡
は
、
凱
本

懸
獲
学
の
今
鍵
の
分
野
と
動
向
と
を
予
知
せ
る
か
の

丸
く
、
轍
界
史
体
系
樹
立
の
道
に
藁
礎
工
程
を
印
す

る
こ
ど
こ
こ
に
七
露
霜
。
東
洋
的
近
灘
は
一
面
に
於

い
て
、
そ
の
世
界
兜
学
狸
論
の
中
間
報
告
で
も
あ

り
、
剛
次
的
に
は
靡
更
学
方
法
論
の
一
応
の
結
諭
で

で
も
あ
る
点
に
震
い
て
、
軽
々
に
蝦
扱
い
が
た
き
質

的
震
蟄
感
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
颪
、
本
題
は

内
藤
簿
士
の
栄
近
世
説
を
ひ
ろ
き
、
あ
つ
き
世
界
災

的
諭
拠
を
以
て
、
強
く
遙
し
く
背
定
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
、
遠
く
内
藤
史
離
批
判
の
声

に
応
え
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
ア
ジ
ア
史
機
説
に
発
し
、
東
洋
酌
近
備
に
於
て
成

熟
せ
る
博
士
の
巌
界
史
離
理
論
は
今
や
舷
門
に
す
ら

近
い
。
そ
れ
は
鮮
や
か
に
現
今
の
世
界
史
体
系
上
の

盲
点
を
き
れ
い
さ
つ
ば
り
と
、
璽
わ
除
い
て
く
れ

る
。
古
代
続
一
、
巾
世
分
裂
、
、
毒
心
樽
統
哨
と
観
す

る
た
て
の
つ
ら
ぬ
き
（
八
五
）
東
西
二
つ
の
世
界
を

一
つ
に
結
ぶ
「
ペ
ル
ト
附
き
電
車
」
の
講
造
（
二
〇

六
買
）
の
う
ち
に
作
用
す
る
生
々
し
い
・
奪
」
へ
の
ち

か
ら
ー
ペ
ル
ト
そ
の
も
の
、
す
な
は
ち
交
通
を
重

視
す
る
独
特
の
史
観
を
具
現
し
て
、
箆
．
壌
な
ま
と
ま

軌
を
見
せ
て
い
る
。

　
檸
士
の
羅
更
正
立
場
は
、
減
量
の
進
行
に
於
て
必

然
的
な
る
シ
ュ
ト
ウ
フ
ェ
ソ
を
認
め
る
思
想
、
た
と

え
ば
マ
ル
ク
ス
主
義
的
親
藩
学
説
、
．
原
始
共
産
制
か

ら
、
亜
細
醐
的
、
古
代
的
、
封
建
酌
、
資
本
鳶
義
的

を
経
て
共
産
虫
義
翻
へ
の
段
階
の
必
然
的
継
超
の
掌

説
を
否
定
す
る
。
博
士
に
従
え
ば
、
歴
史
学
の
任
務

は
先
入
感
的
に
世
人
の
歴
史
意
識
を
支
離
せ
る
諸
々

の
糎
：
公
式
一
の
検
討
に
．
あ
b
、
夏
に
饗
し
き
公
弐

の
絶
え
ざ
る
探
求
に
あ
わ
と
す
る
（
二
頁
）

　
博
庶
の
鯉
山
「
世
説
背
定
の
論
拠
は
緒
論
東
洋
近
、
世

九
九

（　geor　）



霜

詳

史
の
意
義
と
く
に
ニ
誤
謬
一
二
瀧
頁
に
於
て
、
だ
め

押
し
的
に
強
く
展
闘
さ
れ
、
敵
影
否
定
諭
者
の
持
ち

臥
す
第
二
ロ
ッ
バ
的
池
亭
の
概
念
が
、
契
は
産
業
箪

命
以
後
の
資
本
艶
義
全
盛
の
最
叢
話
史
的
概
愈
を
以

．
つ
て
厳
蕪
に
東
洋
を
徴
し
よ
う
と
す
る
見
講
ち
が
い

・
を
突
込
ん
で
い
る
。
　
（
書
士
は
訳
業
箪
命
以
後
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
最
池
世
史
と
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
Q

二
〇
流
買
）

　
褒
洋
近
代
の
祉
会
と
丈
化
と
が
、
決
し
て
讐
欧
の

そ
れ
に
後
進
す
る
も
の
で
は
な
い
、
否
、
栄
＋
世
紀

に
続
く
光
明
清
の
丈
化
は
婿
欧
十
四
搬
紀
の
ル
ネ
サ

ン
ス
に
先
行
す
る
と
す
る
博
．
士
の
持
説
が
、
こ
こ
で

も
繰
返
え
し
強
く
葉
張
さ
れ
る
。
田
く
、
西
欧
が
他

の
地
域
に
懸
け
て
最
近
勲
の
段
階
に
到
聾
し
た
の
は

ル
ネ
サ
ン
ス
の
内
在
的
発
展
性
と
イ
ギ
リ
ス
め
産
業

幽
翠
と
フ
ラ
ン
ス
の
致
瀞
解
髪
を
緒
遡
過
し
た
為
で
、

撤
め
て
短
時
日
の
閲
に
近
世
史
を
卒
業
し
、
急
連
に

鋳
昇
飛
躍
せ
る
指
導
的
地
位
か
ら
無
反
省
に
他
の
世

界
を
眺
め
、
そ
れ
を
過
査
に
遡
っ
て
類
推
し
た
結

果
、
種
々
の
略
解
を
生
じ
、
東
洋
人
自
身
の
見
方
も

之
に
誘
惑
さ
れ
る
の
だ
。
酋
洋
よ
り
も
早
べ
距
始
さ

れ
た
東
洋
の
近
世
を
濾
し
く
否
定
す
る
前
に
、
　
｝
変

ぴ
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
の
地
位
に
立
っ
て
元
代
の
シ
ナ
を

見
、
マ
テ
オ
リ
ッ
チ
の
身
に
な
っ
て
明
代
の
祉
会
を

観
嬢
し
て
貰
い
た
い
と
。
（
二
践
頁
）

　
東
洋
の
精
神
丈
化
、
酋
洋
の
物
、
厚
誼
騎
の
一
般
的

短
念
は
、
樽
十
の
次
の
如
き
見
解
に
よ
っ
て
修
羅
の

裕閑

ｪ
籾
固
め
ら
れ
る
。
早
く
、
十
・
灘
紀
以
後
の
シ
ナ
は

厩
に
資
本
・
薫
義
的
段
階
に
突
入
し
、
ナ
シ
濁
ナ
リ
ズ

ム
は
全
ア
ジ
ア
を
風
縢
し
て
い
た
。
シ
ナ
の
大
鷺
清

は
束
置
丈
通
の
選
士
に
診
け
る
一
大
墨
黒
の
役
剣
を

果
し
、
海
外
貿
易
は
繁
栄
し
、
商
業
は
澹
展
し
、
志

賀
驚
は
飛
躍
し
、
農
業
生
産
は
商
品
．
化
し
、
都
市
は

誓
1
切
ッ
パ
近
代
の
そ
れ
と
通
ふ
9
。
る
型
押
に
於
て
　

粘
し
、
焦
つ
そ
の
建
力
は
増
大
し
、
生
澱
工
業
は
分

業
化
し
て
い
た
（
第
二
及
第
三
の
章
）
農
業
圃
シ
ナ

は
少
く
と
も
朱
以
後
、
資
本
主
義
的
社
会
に
進
行
し

て
い
る
。
熱
型
、
薇
的
に
農
罠
は
圧
側
的
で
あ
っ
た

け
れ
ど
も
、
資
本
は
す
で
に
商
工
階
級
の
手
に
移
行

集
串
し
て
い
た
（
六
ご
　
一
六
五
頁
）
o
　
ワ
七
こ
に
は
歴

然
た
る
資
本
義
義
擁
護
譲
す
ら
碍
現
し
て
い
た
（
七

五
買
）
だ
か
ら
、
勿
繍
、
階
級
闘
争
も
あ
っ
た
し
、

農
民
暴
動
も
あ
っ
た
（
七
閥
買
）
し
か
る
に
、
闘
争

が
、
暴
動
が
、
近
代
術
欧
の
祉
会
輩
命
に
見
ら
る
る

禽
由
と
糧
利
と
の
獲
得
を
告
げ
る
被
圧
迫
階
級
の
勝

利
、
乃
薫
市
民
祉
会
の
政
瀞
的
凱
歌
を
齋
す
こ
と
な

一
〇
〇

く
、
繕
果
に
於
て
、
単
な
る
敵
権
争
奪
の
い
く
さ
と

心
急
し
、
歪
朝
交
迭
の
い
わ
ゆ
る
易
姓
革
命
と
し
て

終
結
し
た
と
こ
ろ
に
、
博
士
の
駄
わ
ゆ
る
先
進
東
洋

社
会
の
、
　
一
千
有
余
年
に
亘
る
ア
ソ
シ
ャ
ソ
レ
ジ
ュ

ー
ム
酌
停
頓
を
等
等
な
く
せ
し
め
た
一
つ
の
業
因
が

潜
ん
で
い
た
と
見
る
（
六
六
頁
）
Q
又
瑚
に
シ
ナ
に

は
学
士
復
讐
も
宗
教
改
輩
も
あ
っ
た
が
、
内
在
約
発

展
性
に
乏
し
く
、
し
か
も
産
業
輩
命
と
フ
ラ
ン
ス
政

治
輩
命
の
如
．
き
が
な
か
っ
た
。
そ
乙
に
累
代
東
洋
の

順
溺
な
る
次
段
階
へ
の
飛
糧
の
遅
麺
叉
は
挫
折
が
摺

摘
さ
れ
得
る
と
す
る
O

　
シ
ナ
の
学
雲
復
興
と
宗
教
改
革
と
は
何
か
。
商
藁

都
市
の
発
逮
及
び
そ
の
濫
費
増
進
が
、
讐
欧
ル
ネ
ザ

ソ
ス
期
と
尚
様
の
二
つ
の
現
象
を
熱
韻
し
た
。
す
な

は
ち
、
踊
に
大
地
の
球
形
な
る
を
知
．
れ
る
柴
子
（
二

百
頁
）
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
乗
学
は
一
腫
の
復
宵
運

動
で
あ
b
（
一
六
八
頁
）
訓
詰
学
の
克
服
は
ま
た
一

種
の
ル
ネ
サ
ン
ス
的
現
募
で
あ
b
、
仏
教
の
指
導
的

立
場
を
否
定
し
た
点
に
於
て
一
種
の
レ
フ
オ
ル
ム
で

も
あ
っ
た
と
す
る
（
一
七
八
頁
）
o
次
に
丈
学
の
方
弼

を
見
れ
ば
、
朱
の
膚
丈
復
興
と
白
話
丈
学
の
誕
蹴
一

前
者
は
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
於
け
る
ギ
琵
シ
や
籍
研
究

に
相
当
し
（
一
七
七
頁
）
後
者
は
尉
画
図
馬
文
学
の

（1　，“｝｛s　）



勃
興
と
偏
す
る
（
噌
八
一
頁
）
次
に
絵
御
、
裸
体
爾

戦
争
禰
が
廉
洋
に
発
達
し
な
か
っ
た
「
手
落
」
は
認

め
ら
れ
る
が
、
逆
に
繋
累
顧
、
印
象
主
義
の
手
法
に

お
い
て
、
東
洋
は
西
洋
に
先
進
す
る
（
一
九
〇
1
一

九
二
貰
）
東
洋
礪
は
「
交
語
」
に
よ
っ
て
西
洋
醐
に

強
く
影
響
し
た
と
す
る
（
一
九
八
頁
）
o

　
以
上
、
本
欝
の
社
会
経
済
、
政
治
、
岡
民
主
義
、

文
化
と
続
く
各
章
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ソ
カ
ッ
ト
に
し

か
避
ぎ
な
い
Q
し
か
も
紹
介
が
西
と
東
の
二
つ
の
世

界
の
先
進
、
後
進
を
薩
題
に
し
過
ぎ
た
鮫
い
が
あ
る

か
も
勲
れ
搬
。
轡
々
は
欝
中
の
政
治
、
絶
無
主
義
の

牽
に
棄
て
、
取
洋
更
研
究
上
、
多
く
の
示
唆
深
い
叙

述
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
、
黙
ろ
う
。

　
と
か
く
濃
洋
輿
と
い
え
ば
、
難
解
、
神
秘
、
孤
独

臨
～
燦
の
手
印
を
怖
軽
し
、
ア
ジ
ア
輿
と
い
え
ば
近
…
代
入

的
感
覚
の
オ
フ
リ
ミ
ッ
ト
地
区
と
考
え
る
傾
向
が
乗

．
潟
に
丈
醍
的
な
の
は
何
散
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
確

か
に
轡
々
棄
洋
史
家
の
責
任
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
Q

菩
々
の
口
か
ら
棄
洋
史
の
危
機
が
一
叫
ば
れ
た
り
す
る

の
は
実
際
ど
う
か
し
て
い
る
。
東
洋
史
学
慮
体
の
立

違
れ
の
た
め
に
、
東
洋
諸
の
も
の
が
丈
化
的
に
後
進

と
見
ら
れ
る
な
ら
ば
大
変
で
あ
る
。
、
こ
の
瑛
は
急
速

的
鍛
潅
世
史
段
階
突
入
の
西
欧
入
が
過
表
を
類
推
し

露

で
、
東
洋
を
後
進
的
と
観
る
の
は
誤
解
だ
と
す
る
博

士
の
論
躍
、
及
び
そ
れ
に
誘
惑
さ
れ
勝
ち
な
阿
本
人

の
多
き
こ
と
と
共
に
越
思
三
省
す
べ
き
だ
。
“

　
紹
介
す
べ
き
事
項
の
過
多
に
し
て
、
髭
評
す
べ
き

個
所
の
あ
ま
b
に
少
き
は
評
者
の
傭
酌
盆
点
を
告
着

す
る
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
だ
が
、
勇
を
ふ
る
っ

て
「
敢
て
」
と
「
希
望
」
と
の
一
二
敢
行
す
る
な
ら

ば
、
　
一
、
社
会
的
致
治
的
革
命
の
無
難
乃
驚
挫
折
の

思
想
的
費
崇
を
次
の
如
く
考
え
ら
れ
は
し
ま
い
か
。

シ
ナ
に
界
〇
一
塩
来
旨
・
樵
的
田
川
親
心
は
漁
の
る
に
は
瀞
の
つ
た
O

た
と
え
ば
噸
饗
す
の
、
忌
避
し
と
な
す
、
町
勢
こ
れ
に

次
ぐ
、
君
軽
し
と
な
す
、
及
び
明
宋
黄
「
宗
鞍
の
原
無

論
…
に
・
り
か
ゴ
え
る
が
∵
期
き
シ
ナ
」
楓
晶
彫
上
の
　
種
の
民

主
滋
義
的
鋸
獅
の
r
獺
き
。
だ
が
、
そ
れ
は
ギ
リ
シ

ャ
・
群
ー
マ
な
ど
庸
代
に
発
源
す
る
懲
欧
の
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
聯
想
に
於
け
る
「
権
利
」
の
槻
念
を
鮫
陰
し

て
い
た
為
慮
曲
と
か
民
権
と
か
を
孟
張
す
る
近
代
革

命
の
追
想
的
テ
ゴ
入
れ
と
な
り
得
な
か
っ
た
の
で
は

あ
る
ま
㍗
か
。
二
、
巻
頭
に
か
か
げ
ら
れ
た
年
茨
の

年
代
繭
隈
劔
ち
が
麟
線
で
あ
る
の
は
ど
う
云
う
意
昧

か
乏
駄
質
聞
し
た
学
生
が
あ
っ
た
◎
三
、
菓
洋
顧
に
於

け
る
蝋
怖
体
画
の
鮫
佃
廻
を
ハ
山
ワ
ゼ
ソ
ス
タ
イ
ソ
は
羅
衣

は
社
会
的
距
離
闘
を
示
し
、
ア
ソ
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
ク

な
東
洋
祉
会
に
帰
し
て
い
る
◎
博
士
が
単
に
「
乎
落

」
と
片
付
け
な
い
で
、
何
等
か
の
説
明
が
ほ
し
い
。

四
、
博
士
は
シ
ナ
の
最
近
澱
を
濾
末
に
始
る
と
解
せ

ら
る
る
様
で
（
四
五
頁
盤
領
頁
）
霧
代
統
一
、
．
巾
澱

分
裂
、
近
世
樽
統
一
と
、
観
ぜ
ち
る
る
博
ま
の
論
灘
を
、

も
っ
て
す
れ
ば
こ
の
最
．
池
世
を
知
徳
な
る
定
型
で
説

明
．
さ
れ
る
か
を
知
う
た
い
こ
と
で
あ
る
O
博
士
の
た

ん
げ
い
す
べ
か
ら
ざ
る
大
き
な
三
揃
と
深
い
蕾
級
と

、
黙
々
た
る
平
素
の
研
鐵
を
前
に
し
て
は
右
は
わ
っ

か
に
小
間
塩
鱒
の
一
小
問
題
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
。

し
か
も
聖
算
史
の
休
系
は
夏
に
根
本
的
に
考
え
試
そ

う
と
嘗
は
れ
る
（
二
頁
）
洵
に
顕
の
下
る
次
簸
で
あ

る
Q
西
洋
更
家
が
鍍
洋
史
の
特
写
を
超
越
す
る
能
わ

や
、
嬢
洋
史
家
が
東
洋
史
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
間

は
、
真
の
世
界
史
は
生
れ
な
い
。
五
趣
史
だ
と
思
っ

て
い
る
の
は
、
実
は
異
っ
た
二
懸
の
本
の
舎
本
に
す

ぎ
な
い
（
巻
頚
ハ
資
）
の
罵
即
は
、
欝
称
世
界
史
家
に

と
っ
て
頗
る
算
の
痛
い
、
電
燈
で
あ
る
ば
か
b
か
、
契

は
東
洋
史
．
の
片
は
し
を
噛
っ
て
い
る
者
に
と
っ
て
も

、
厳
し
い
叱
陀
の
讃
声
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
於
い

て
凸
本
番
の
論
讐
は
、
勿
論
、
霞
鷹
巣
を
術
洋
算
の
附

属
物
凝
し
た
が
る
一
部
塀
洋
史
家
に
対
す
る
、
や
わ

ら
か
な
讐
浄
罪
抗
議
と
は
解
さ
な
い
で
、
眼
路
東
洋

一
〇
一

（　一107　）



評

史
入
の
、
よ
り
一
跡
の
奮
趨
を
希
求
す
る
博
士
の
力
，

強
い
識
丈
と
受
取
た
い
の
で
あ
る
0
1
荒
木
敏
一
一

（
R
～
6
本
文
二
〇
八
頁
年
夷
職
噌
、
　
教
盲
リ
タ
イ
ム
ス
社

紹
和
二
十
胤
年
十
一
月
斜
行
、
　
一
五
〇
円
）

牧

健
　
二
著

近
代
に
，
知
け
る
薩
洋
人

　
　
　
の
日
本
歴
史
観

　
「
霜
融
」
の
古
い
麗
讃
た
ち
は
、
そ
の
創
判
後
間

の
な
い
こ
ろ
、
そ
の
一
部
に
「
研
究
の
栞
」
な
る
網

が
あ
わ
、
、
そ
こ
に
「
欺
米
入
の
霧
け
る
日
本
史
」
の

紹
介
が
永
き
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

籍
億
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
（
六
巻
四
号
一
入
巻
三

屡
）
グ
リ
フ
ィ
ス
・
ナ
ホ
ッ
ト
・
マ
ー
ド
ッ
ク
等
欧

米
人
の
手
に
な
る
欝
木
更
の
湿
地
の
箸
作
約
三
十
種

を
預
輿
、
時
代
史
、
特
殊
史
等
に
分
っ
て
解
題
せ
ら

れ
た
も
の
で
、
初
掌
表
の
た
め
に
は
ま
こ
と
に
よ
い

畢
醗
で
あ
っ
た
。
そ
の
筆
者
牧
健
二
氏
は
そ
の
町
尽

ら
法
家
史
の
研
究
に
専
念
せ
ら
れ
、
刷
知
の
如
く
、

「
黙
本
封
建
剃
険
渡
期
奥
」
以
下
多
く
の
す
ぐ
れ
た

凝
究
を
公
に
せ
ら
れ
て
来
た
が
、
教
職
を
退
か
れ
て

後
、
蒋
ぴ
欧
米
人
に
よ
る
縫
本
史
研
究
の
戒
厳
に
偏

圧
し
、
勧
そ
の
研
究
に
没
頭
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
一

昨
年
「
辮
洋
人
の
見
た
二
本
史
」
と
題
し
て
欧
人
の

証
本
発
見
以
来
、
H
本
の
偏
頗
に
弱
る
ま
で
の
ヨ
百

寮
ッ
パ
に
お
け
る
謡
本
歴
史
観
を
詳
出
せ
ら
れ
た
に

つ
づ
い
て
、
今
回
夏
に
「
近
代
に
お
げ
る
西
二
人
．
の

口
本
灘
史
短
」
を
暑
し
て
開
岡
以
後
最
近
に
至
る
ま

で
の
研
究
を
完
成
せ
ら
れ
た
。

　
開
岡
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
入
の
田
本
擁
史
観
は
、
例

へ
ば
ケ
ソ
プ
エ
ル
の
如
く
、
爾
後
永
く
欧
人
の
繕
本

に
開
す
る
論
叢
の
中
核
と
な
り
、
ま
た
そ
の
理
解
を

限
界
づ
け
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
も
と
よ
b
軽
視
せ
ら

る
べ
き
で
は
な
い
が
、
十
六
惟
の
耶
蘇
会
士
空
読
の
、

伝
統
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
懸
史
観
の
た
め
に
そ
の

見
方
が
甚
だ
し
く
偏
っ
て
い
る
か
、
乃
至
は
趣
め
て

乏
し
い
、
多
く
は
二
次
的
な
資
料
に
も
と
ず
く
は
か

は
な
か
っ
た
こ
と
の
た
め
に
全
く
正
鵠
を
は
す
れ
て

い
て
、
奈
H
の
わ
れ
λ
＼
に
も
は
や
多
く
訴
え
る
と

こ
ろ
の
も
の
を
有
し
な
い
と
奪
わ
れ
る
に
対
し
㌔
闘

治
以
口
軽
の
一
七
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
側
閥
じ
P
お
い
げ
」
は
．
迩
代

雁
更
学
の
方
法
が
確
立
し
、
そ
の
研
究
が
轄
級
に
な

る
と
共
に
、
他
方
日
本
と
の
面
長
が
一
層
緊
轡
に
な

っ
て
そ
の
必
要
と
す
る
資
料
を
自
由
に
蒐
集
す
る
こ

唄
○
二

と
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
知
識
が
存
し
く

疋
確
と
な
り
、
然
も
わ
れ
わ
れ
と
は
企
く
異
っ
た
立

場
に
立
っ
て
の
麗
解
で
あ
っ
た
が
数
に
、
往
々
に
し

て
わ
れ
わ
れ
が
全
く
見
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
も
の

を
よ
く
把
え
て
い
て
、
そ
こ
に
単
に
い
わ
ゆ
る
他
山

の
石
以
上
に
わ
れ
わ
れ
射
身
の
学
問
酌
反
省
を
促
す

も
の
が
少
く
な
い
。
即
ち
、
彼
等
は
概
し
て
そ
の
視

野
が
ひ
ろ
く
、
常
に
騎
界
史
的
見
地
に
立
っ
て
橋
本

の
雌
史
を
な
が
め
、
彼
等
慮
身
．
の
歴
更
と
の
比
較
に

よ
っ
て
そ
の
性
絡
を
隈
定
し
ょ
う
と
す
る
に
反
し
、

，
わ
が
方
に
あ
っ
て
は
そ
の
見
る
と
こ
ろ
が
常
に
囲
災

の
み
に
限
ら
れ
、
単
に
内
か
ら
そ
の
特
殊
性
を
説
く

に
巡
ぎ
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
最
近
に
至
る
ま

で
は
欧
治
的
、
社
会
離
島
約
が
強
く
、
学
匠
が
真
に

膚
由
に
そ
の
児
る
と
こ
ろ
を
公
に
す
る
こ
と
を
縄
つ

た
が
た
め
に
、
そ
の
歴
史
観
が
兎
角
摺
狭
固
晒
に
陥

り
公
正
を
餓
く
と
こ
ろ
が
少
く
な
か
っ
た
。

　
こ
の
点
の
反
省
こ
そ
学
問
の
本
道
へ
の
復
帰
で
あ

b
、
虚
し
い
聯
代
の
要
請
で
あ
る
と
考
え
た
碧
者

は
、
そ
れ
敬
に
塀
洋
人
の
日
本
歴
史
観
を
説
く
に
当

っ
て
も
、
単
に
さ
き
の
「
．
研
究
の
栗
」
の
場
合
の
よ

う
に
個
々
の
轡
作
に
つ
い
て
解
題
的
な
内
容
紹
介
を

試
み
る
の
で
は
な
し
に
、
そ
れ
ら
の
害
作
の
根
概
に
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